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地域の仲間たちと正々堂々

４年ぶりの開催となった町民運動会。
選手たちはリニューアルされた各種目に地域の仲間たち
と楽しみながら臨み、活気あふれる運動会でした。
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一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
繰
入
金
な
ど
は
22
・
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や
町

債
な
ど
の
依
存
財
源
が
77
・
８
％
を

占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国
や
県

か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出
金
・

交
付
金
）に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
入
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的

経
費
は
、
歳
出
全
体
の
39
・
１
％
を

占
め
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
３
７

８
万
４
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

１
億
９
５
６
５
万
円

　
令
和
４
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
１
７
１
１
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
６
１
７
万
円
減
額
、
処
分
後
の

未
収
金
は
、
１
億
９
５
６
５
万
円

で
、
町
税
と
国
民
健
康
保
険
税
で

81
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

＊【
不
納
欠
損
】

　
債
権
者
が
死
亡
し
相
続

人
が
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
　
債

　
町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合

計
は
、
１
３
４
億
４
９
０
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
12
億
１
４
１
７
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２２．２％

（町税など）

依存財源
７７．８％

（地方交付税など）

令 和 ４ 年 度 決 算 を 認 定

「
借
入
金 

町
民
一
人
当
た
り
84
万
円
」

基
　
金

　
一
方
、
積
立
金
で
あ
る
基
金
合
計

は
、
61
億
８
９
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
８
億
３
５
３
３
万
円
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

「
積
立
金 

町
民
一
人
当
た
り
39
万
円
」

＊

その他
2190万円

0.2%

消防費
3億7488万円

3.8%
農林水産業費
4億3309万円

4.4%

商工費
2億432万円

2.1%
議会費

9086万円
0.9%

町税
14億2617万円

14.2%

自主財源
22億3005万円

22.2%

依存財源
78億471万円

77.8%

地方交付税
46億3786万円

46.2%

国・県支出金
21億9580万円

21.9%

町債
4億300万円

4.0%

地方消費税交付金
3億8593万円

3.9%

地方譲与税
1億3717万円

1.4% その他交付金
4495万円

0.4%

その他
2億6588万円

2.6%
繰入金

2億5856万円
2.6%
寄附金

1億7238万円
1.7%

使用料及び手数料
7254万円

0.7%

分担金及び負担金
3452万円

0.4%

総務費
17億284万円

17.3%

民生費
27億7061万円

28.1%
土木費

9億7472万円
9.9%

衛生費
13億4088万円

13.6%

公債費
10億5407万円

10.7%

教育費
8億8992万円

9.0%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

企
業
会
計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業
農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

浄化槽事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

収　　入

29億4896万円

3億7300万円

歳　　出

支　　出

24億8897万円

5億7898万円

差　　引

1億3773万円 1億3740万円 33万円

差　　引

4億5999万円

△2億598万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 令和３年度末 増減額
町税＊
放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占用料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
機構集積協力交付金返還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

7710万円
3万円

234万円
89万円
0万円

231万円
272万円
952万円

0万円
25万円

9589万円
272万円
753万円
165万円
530万円
103万円

令和４年度末
7290万円

0万円
239万円
69万円
0万円

237万円
201万円
931万円

7万円
42万円

8713万円
318万円
723万円
160万円
527万円
108万円

△ 420万円
△ 3万円

5万円
△ 20万円

0万円
6万円

△ 71万円
△ 21万円

7万円
17万円

△ 876万円
46万円

△ 30万円
△ 5万円
△ 3万円

5万円

一般会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
浄化槽事業特別会計
簡易水道事業特別会計
病院事業会計

会　　計　　名 令和４年度末
95億5382万円
21億6524万円
4億4375万円

990万円
1億2188万円

11億5443万円

基　　金　　名 基　　金　　名
一般会計財政調整基金
減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金
泉山教育振興基金
木村秀政教育振興基金
公共施設等整備基金
まちづくり特別事業基金
地域福祉基金
江渡恭助人材育成基金
人材育成基金
肉用牛一貫経営支援基金
地域振興基金

高齢者等肉用牛導入事業基金
過疎地域持続的発展特別事業基金
ふるさと納税寄附金基金
森林環境譲与税基金
暮らしの道路基金
国民健康保険特別会計財政調整基金
国民健康保険高額療養費貸付基金
介護保険給付費準備基金
下水道事業整備基金
農業集落排水事業減債基金
ケーブルテレビ事業基金

令和４年度末
26億2077万円
6億7454万円
1億3609万円

57万円
183万円

3億7046万円
35万円

101万円
145万円

1398万円
506万円

10億860万円
合　　　　　　　　　　　計
町　民　１　人　当　た　り

令和４年度末
413万円

1億8712万円
3億3702万円

4815万円
1000万円

3億3183万円
509万円

3億6446万円
2535万円
228万円

3886万円

61億8900万円
39万円

合　　　　　計 134億4902万円
町民１人当たり 84万円

合　　計 2億928万円 1億9565万円 △ 1363万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基金（積立金）の状況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

3555万円

8320万円

843万円

2848万円

100億3476万円

5億474万円

20億7639万円

24億9172万円

3億1539万円

2416万円

8119万円

830万円

2812万円

98億5809万円

4億9688万円

20億5903万円

23億5908万円

3億1304万円

1139万円

201万円

13万円

36万円

1億7667万円

786万円

1736万円

1億3264万円

235万円
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・
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が
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お
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・
支
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交
付
金
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っ
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。

　
ま
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、
歳
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の
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件
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や
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金
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済
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収
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納
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１
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５
６
５
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７
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収
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９
５
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５
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、
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税
と
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税
で
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・
８
％
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て
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ま
す
。

＊【
不
納
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損
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債
権
者
が
死
亡
し
相
続

人
が
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
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さ
せ
る
こ
と
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町
　
債

　
町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合

計
は
、
１
３
４
億
４
９
０
２
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
12
億
１
４
１
７
万
円

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２２．２％

（町税など）

依存財源
７７．８％

（地方交付税など）

令 和 ４ 年 度 決 算 を 認 定

「
借
入
金 

町
民
一
人
当
た
り
84
万
円
」

基
　
金

　
一
方
、
積
立
金
で
あ
る
基
金
合
計

は
、
61
億
８
９
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
８
億
３
５
３
３
万
円
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

「
積
立
金 

町
民
一
人
当
た
り
39
万
円
」

＊

その他
2190万円

0.2%

消防費
3億7488万円

3.8%
農林水産業費
4億3309万円

4.4%

商工費
2億432万円

2.1%
議会費

9086万円
0.9%

町税
14億2617万円

14.2%

自主財源
22億3005万円

22.2%

依存財源
78億471万円

77.8%

地方交付税
46億3786万円

46.2%

国・県支出金
21億9580万円

21.9%

町債
4億300万円

4.0%

地方消費税交付金
3億8593万円

3.9%

地方譲与税
1億3717万円

1.4% その他交付金
4495万円

0.4%

その他
2億6588万円

2.6%
繰入金

2億5856万円
2.6%
寄附金

1億7238万円
1.7%

使用料及び手数料
7254万円

0.7%

分担金及び負担金
3452万円

0.4%

総務費
17億284万円

17.3%

民生費
27億7061万円

28.1%
土木費

9億7472万円
9.9%

衛生費
13億4088万円

13.6%

公債費
10億5407万円

10.7%

教育費
8億8992万円

9.0%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

企
業
会
計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業
農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

浄化槽事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

収　　入

29億4896万円

3億7300万円

歳　　出

支　　出

24億8897万円

5億7898万円

差　　引

1億3773万円 1億3740万円 33万円

差　　引

4億5999万円

△2億598万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 令和３年度末 増減額
町税＊
放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占用料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
機構集積協力交付金返還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

7710万円
3万円

234万円
89万円
0万円

231万円
272万円
952万円

0万円
25万円

9589万円
272万円
753万円
165万円
530万円
103万円

令和４年度末
7290万円

0万円
239万円
69万円
0万円

237万円
201万円
931万円

7万円
42万円

8713万円
318万円
723万円
160万円
527万円
108万円

△ 420万円
△ 3万円

5万円
△ 20万円

0万円
6万円

△ 71万円
△ 21万円

7万円
17万円

△ 876万円
46万円

△ 30万円
△ 5万円
△ 3万円

5万円

一般会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
浄化槽事業特別会計
簡易水道事業特別会計
病院事業会計

会　　計　　名 令和４年度末
95億5382万円
21億6524万円
4億4375万円

990万円
1億2188万円

11億5443万円

基　　金　　名 基　　金　　名
一般会計財政調整基金
減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金
泉山教育振興基金
木村秀政教育振興基金
公共施設等整備基金
まちづくり特別事業基金
地域福祉基金
江渡恭助人材育成基金
人材育成基金
肉用牛一貫経営支援基金
地域振興基金

高齢者等肉用牛導入事業基金
過疎地域持続的発展特別事業基金
ふるさと納税寄附金基金
森林環境譲与税基金
暮らしの道路基金
国民健康保険特別会計財政調整基金
国民健康保険高額療養費貸付基金
介護保険給付費準備基金
下水道事業整備基金
農業集落排水事業減債基金
ケーブルテレビ事業基金

令和４年度末
26億2077万円
6億7454万円
1億3609万円

57万円
183万円

3億7046万円
35万円

101万円
145万円

1398万円
506万円

10億860万円
合　　　　　　　　　　　計
町　民　１　人　当　た　り

令和４年度末
413万円

1億8712万円
3億3702万円

4815万円
1000万円

3億3183万円
509万円

3億6446万円
2535万円
228万円

3886万円

61億8900万円
39万円

合　　　　　計 134億4902万円
町民１人当たり 84万円

合　　計 2億928万円 1億9565万円 △ 1363万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基金（積立金）の状況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

3555万円

8320万円

843万円

2848万円

100億3476万円

5億474万円

20億7639万円

24億9172万円

3億1539万円

2416万円

8119万円

830万円

2812万円

98億5809万円

4億9688万円

20億5903万円

23億5908万円

3億1304万円

1139万円

201万円

13万円

36万円

1億7667万円

786万円

1736万円

1億3264万円

235万円



⑤ ごのへ議会だより 第49号 ごのへ議会だより 第49号 ④

令和４年度決算を審議

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
内
容
の
説
明
を
。

答
石
田
総
務
課
長

　
ド
ロ
ー
ン
活
用
推
進
業
務

委
託
料
は
、
ド
ロ
ー
ン
活
用

に
向
け
て
協
定
を
結
ん
だ
法

人
か
ら
防
災
、
農
業
等
へ
の

活
用
に
向
け
て
の
助
言
な
ど

を
い
た
だ
く
委
託
料
。

　
無
人
航
空
機
操
縦
技
能
講

座
受
講
負
担
金
は
、
令
和
４

年
度
に
４
名
の
職
員
が
受
け

で
負
担
し
て
い
る
。
五
戸
町

で
は
令
和
４
年
度
に
２
名
の

研
修
参
加
と
、
27
名
の
利
用

が
あ
っ
た
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴

場
が
運
営
を
終
了
す
る
と
聞

い
た
。
財
政
面
を
考
え
、
今

後
再
開
を
予
定
す
る
倉
石
温

泉
に
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移

転
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
志
村
福
祉
課
長

　
長
年
、
高
齢
者
福
祉
の
活

動
拠
点
と
し
て
根
付
き
、
交

通
や
そ
の
他
に
お
い
て
も
利

便
性
の
良
い
立
地
。
浴
場
が

終
了
し
て
も
、
現
在
の
場
所

で
土
地
柄
を
生
か
し
た
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
は
古
い
情
報
の
み
。
子

育
て
の
相
談
や
仲
間
づ
く
り
に

良
い
取
組
だ
と
思
う
が
、
会

員
募
集
等
の
広
報
状
況
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　
募
集
は
会
員
独
自
に
行
っ

て
お
り
、
広
報
誌
で
の
募
集

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
町
広
報

誌
に
は
子
育
て
メ
イ
ト
の
活

動
予
定
を
掲
載
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
事
業
内
容
は
。

答
川
村
健
康
増
進
課
長

　
病
院
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

娠
・
分
娩
加
算
を
算
定
さ
れ

た
妊
産
婦
が
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
通
院
す
る
た

め
の
交
通
費
・
宿
泊
費
へ
の
助

成
。
役
場
に
必
要
書
類
、
領

収
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

助
成
金
を
算
定
・
給
付
す
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
実
施
隊
の
活
動
と
捕
獲
鳥

獣
の
数
等
の
成
果
は
。

答
小
村
農
林
課
長

　
５
１
６
回
の
出
動
と
、
２

回
の
講
習
参
加
が
あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
の
成
果
は
、

カ
ラ
ス
の
駆
除
３
２
６
羽
、

ク
マ
５
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
４

頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
10
匹
、
ア

ラ
イ
グ
マ
36
匹
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
昨
年
度
多
く
の
活
動
を
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
本
年

度
の
鳥
獣
被
害
の
傾
向
は
。

答
小
村
農
林
課
長

　
令
和
３
年
度
ま
で
は
カ
ラ

ス
駆
除
が
主
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ

の
被
害
が
出
て
き
た
。
令
和

５
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
の
新
規

地
区
被
害
と
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

も
増
え
て
い
る
。
発
注
し
て

い
る
大
型
箱
わ
な
で
今
後
対

策
し
た
い
。

問
尾
形
裕
之
委
員

　
導
入
台
数
は
。

答
大
沢
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

　
２
台
導
入
。
農
地
の
現
地

調
査
は
農
業
委
員
と
事
務
局

が
最
大
２
班
で
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
で
使
用
し
て
い
る
。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　
業
務
内
容
は
。

答
小
村
農
林
課
長

　
山
林
所
有
者
に
対
し
、
間

伐
等
の
整
備
状
況
や
運
営
、

管
理
方
法
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
も
の
。

デ
ー
タ
は
今
後
の
森
林
整
備

計
画
策
定
に
活
用
す
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
公
衆
浴
場
は
２
件
と
の
こ

と
だ
が
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
浴
場
が
終
了
を
迎
え

る
現
状
で
、
町
民
の
公
衆
浴

場
入
浴
機
会
を
確
保
す
る
対

策
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
終
了
に

当
た
っ
て
は
高
齢
者
が
民
間

浴
場
を
利
用
し
や
す
く
な
る

支
援
の
方
法
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
内
部
で
の
制
度
設
計
を

進
め
な
が
ら
民
間
事
業
者
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問
大
久
保
和
夫
委
員

　
交
付
先
と
業
務
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
町
観
光
協
会
に
対
し
て
、

観
光
の
振
興
発
展
に
向
け
た

事
業
へ
活
用
す
る
た
め
交
付

し
た
。
具
体
的
に
は
、
春
ま

つ
り
事
業
、
町
歩
き
Ｐ
Ｒ
事

業
、
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

た
ド
ロ
ー
ン
操
縦
講
習
の
負

担
金
で
あ
り
、
今
後
必
要
な

場
面
で
派
遣
依
頼
に
応
じ
当

該
職
員
を
派
遣
し
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
町
内
事
業
者
の
製
品
開
発

に
関
す
る
補
助
と
認
識
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
交
付
先
は
、
割
烹
せ
が
わ

（
ス
チ
ー
ム
オ
ー
ブ
ン
）、
中

里
青
果（
野
菜
の
電
解
水
洗

浄
機
）、
尾
形
精
肉
店（
真
空

密
着
包
装
機
）。
そ
れ
ぞ
れ

調
理
等
に
活
用
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
製
品
開
発
成
果
は

確
認
し
て
い
な
い
。
今
後

は
広
報
誌
を
通
じ
て
活
動
報

告
・
周
知
に
向
け
て
い
き
た

い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
今
後
印
鑑
証
明
、
住
民
票

以
外
に
も
交
付
で
き
る
証
明

等
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
全
国
の
店
舗
で
取
得

で
き
る
の
か
。

答
赤
坂
住
民
課
長

　
そ
れ
ぞ
れ
の
証
明
書
の
担

当
課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。
交
付
店
舗

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
各

社
に
て
参
加
有
無
は
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
コ
ン
ビ
ニ

と
提
携
し
て
い
る
。
全
国
の

店
舗
で
交
付
可
能
。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　
こ
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
返
礼
品
費
に
つ
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
支
援
い
た
だ
い
た
方
へ
の

返
礼
品
で
、
お
ん
こ
ち
ゃ
ん

ぬ
い
ぐ
る
み（
車
掌
服
）を

作
っ
た
経
費
。
手
数
料
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
請
け
負
っ
た
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

ｆ
ｏ
ｒ
と
い
う
会
社
に
対
す

る
も
の
で
、
支
援
金
の
う
ち

18
・
７
％
を
支
払
っ
た
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
シ
ス
テ
ム
利
用
料
等
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
経
費
が
当
該

年
度
の
寄
附
金
額
の
半
分
程

度
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
も

う
少
し
抑
え
ら
れ
な
い
か
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　
制
度
で
は
返
礼
品
の
代

金
・
送
料
、
そ
の
他
関
係
事

務
経
費
は
寄
附
金
額
の
50
％

以
下
に
抑
え
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
当
該
経
費
が

そ
の
上
限
近
く
に
ま
で
な
っ

て
い
る
が
、
経
費
率
を
下
げ

る
の
は
難
し
い
状
況
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
委
託
先
と
事
業
内
容
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　
委
託
先
は
社
会
福
祉
協
議

会
。
事
業
内
容
は
、
高
齢
者

福
祉
充
実
に
向
け
て
の
活

動
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員
に
よ

る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

見
守
り
活
動
や
、
情
報
交
換

を
通
じ
て
、
問
題
解
決
や
支

援
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
行
っ

て
い
る
。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　
相
手
先
と
事
業
内
容
は
。

答
佐
々
木
介
護
支
援
課
長
補
佐

　
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
運
営
業

務
委
託
料
と
研
修
費
を
圏
域

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
人
口
割

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 川﨑　七洋 委員長

ドローンの活用に向けて町職員が
操縦講習を受けた様子

認知症等により重要な決定をする
ことが不安な人を手助けする制度

年齢・既往歴等によるハイリスクな
妊産婦を支援する

令和４年度から出没する
種類が増えた有害鳥獣

農地の位置などの正確な
調査に活用

ＤＣ３５１里帰り支援への
返礼品を作成

一
般
会
計
歳
入

【
民
生
費
】

【
総
務
費
】

【
衛
生
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

【
商
工
費
】

　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：川﨑七洋議員、副委員長：柏田匡智議員）を設置
し、令和４年度の一般会計決算、各特別会計決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

ド
ロ
ー
ン
活
用
関
係
費

町
観
光
振
興
事
業
費

交
付
金

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
料

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦

ア
ク
セ
ス
支
援
事
業
助
成
金

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
報
酬

五
戸
町
公
衆
浴
場
・

宿
泊
業
者
等
事
業
継
続

支
援
金

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費

子
育
て
メ
イ
ト

組
織
活
動
支
援
事
業

補
助
金

森
林
管
理
制
度
意
向

調
査
業
務
委
託
料

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

導
入
業
務
委
託
料

ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21

推
進
事
業
委
託
料

成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
事
業
負
担
金

五
戸
町
も
の
づ
く
り

事
業
費
補
助
金

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

返
礼
品
費
・
手
数
料

ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム

関
係
費

©東京ハイジ/五戸町
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令和４年度決算を審議

問
豊
田
孝
夫
委
員

　内
容
の
説
明
を
。

答
石
田
総
務
課
長

　ド
ロ
ー
ン
活
用
推
進
業
務

委
託
料
は
、
ド
ロ
ー
ン
活
用

に
向
け
て
協
定
を
結
ん
だ
法

人
か
ら
防
災
、
農
業
等
へ
の

活
用
に
向
け
て
の
助
言
な
ど

を
い
た
だ
く
委
託
料
。

　無
人
航
空
機
操
縦
技
能
講

座
受
講
負
担
金
は
、
令
和
４

年
度
に
４
名
の
職
員
が
受
け

で
負
担
し
て
い
る
。
五
戸
町

で
は
令
和
４
年
度
に
２
名
の

研
修
参
加
と
、
27
名
の
利
用

が
あ
っ
た
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴

場
が
運
営
を
終
了
す
る
と
聞

い
た
。
財
政
面
を
考
え
、
今

後
再
開
を
予
定
す
る
倉
石
温

泉
に
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移

転
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
志
村
福
祉
課
長

　長
年
、
高
齢
者
福
祉
の
活

動
拠
点
と
し
て
根
付
き
、
交

通
や
そ
の
他
に
お
い
て
も
利

便
性
の
良
い
立
地
。
浴
場
が

終
了
し
て
も
、
現
在
の
場
所

で
土
地
柄
を
生
か
し
た
活
動

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
は
古
い
情
報
の
み
。
子

育
て
の
相
談
や
仲
間
づ
く
り
に

良
い
取
組
だ
と
思
う
が
、
会

員
募
集
等
の
広
報
状
況
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　募
集
は
会
員
独
自
に
行
っ

て
お
り
、
広
報
誌
で
の
募
集

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
町
広
報

誌
に
は
子
育
て
メ
イ
ト
の
活

動
予
定
を
掲
載
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　事
業
内
容
は
。

答
川
村
健
康
増
進
課
長

　病
院
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

娠
・
分
娩
加
算
を
算
定
さ
れ

た
妊
産
婦
が
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
通
院
す
る
た

め
の
交
通
費
・
宿
泊
費
へ
の
助

成
。
役
場
に
必
要
書
類
、
領

収
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

助
成
金
を
算
定
・
給
付
す
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　実
施
隊
の
活
動
と
捕
獲
鳥

獣
の
数
等
の
成
果
は
。

答
小
村
農
林
課
長

　５
１
６
回
の
出
動
と
、
２

回
の
講
習
参
加
が
あ
っ
た
。

　令
和
４
年
度
の
成
果
は
、

カ
ラ
ス
の
駆
除
３
２
６
羽
、

ク
マ
５
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
４

頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
10
匹
、
ア

ラ
イ
グ
マ
36
匹
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　昨
年
度
多
く
の
活
動
を
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
本
年

度
の
鳥
獣
被
害
の
傾
向
は
。

答
小
村
農
林
課
長

　令
和
３
年
度
ま
で
は
カ
ラ

ス
駆
除
が
主
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ

の
被
害
が
出
て
き
た
。
令
和

５
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
の
新
規

地
区
被
害
と
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

も
増
え
て
い
る
。
発
注
し
て

い
る
大
型
箱
わ
な
で
今
後
対

策
し
た
い
。

問
尾
形
裕
之
委
員

　導
入
台
数
は
。

答
大
沢
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長

　２
台
導
入
。
農
地
の
現
地

調
査
は
農
業
委
員
と
事
務
局

が
最
大
２
班
で
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
で
使
用
し
て
い
る
。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　業
務
内
容
は
。

答
小
村
農
林
課
長

　山
林
所
有
者
に
対
し
、
間

伐
等
の
整
備
状
況
や
運
営
、

管
理
方
法
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
も
の
。

デ
ー
タ
は
今
後
の
森
林
整
備

計
画
策
定
に
活
用
す
る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　公
衆
浴
場
は
２
件
と
の
こ

と
だ
が
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
浴
場
が
終
了
を
迎
え

る
現
状
で
、
町
民
の
公
衆
浴

場
入
浴
機
会
を
確
保
す
る
対

策
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　セ
ン
タ
ー
の
浴
場
終
了
に

当
た
っ
て
は
高
齢
者
が
民
間

浴
場
を
利
用
し
や
す
く
な
る

支
援
の
方
法
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
内
部
で
の
制
度
設
計
を

進
め
な
が
ら
民
間
事
業
者
と

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問
大
久
保
和
夫
委
員

　交
付
先
と
業
務
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　町
観
光
協
会
に
対
し
て
、

観
光
の
振
興
発
展
に
向
け
た

事
業
へ
活
用
す
る
た
め
交
付

し
た
。
具
体
的
に
は
、
春
ま

つ
り
事
業
、
町
歩
き
Ｐ
Ｒ
事

業
、
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

た
ド
ロ
ー
ン
操
縦
講
習
の
負

担
金
で
あ
り
、
今
後
必
要
な

場
面
で
派
遣
依
頼
に
応
じ
当

該
職
員
を
派
遣
し
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　町
内
事
業
者
の
製
品
開
発

に
関
す
る
補
助
と
認
識
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果

が
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　交
付
先
は
、
割
烹
せ
が
わ

（
ス
チ
ー
ム
オ
ー
ブ
ン
）、
中

里
青
果（
野
菜
の
電
解
水
洗

浄
機
）、
尾
形
精
肉
店（
真
空

密
着
包
装
機
）。
そ
れ
ぞ
れ

調
理
等
に
活
用
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
製
品
開
発
成
果
は

確
認
し
て
い
な
い
。
今
後

は
広
報
誌
を
通
じ
て
活
動
報

告
・
周
知
に
向
け
て
い
き
た

い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　今
後
印
鑑
証
明
、
住
民
票

以
外
に
も
交
付
で
き
る
証
明

等
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
全
国
の
店
舗
で
取
得

で
き
る
の
か
。

答
赤
坂
住
民
課
長

　そ
れ
ぞ
れ
の
証
明
書
の
担

当
課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。
交
付
店
舗

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
各

社
に
て
参
加
有
無
は
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
コ
ン
ビ
ニ

と
提
携
し
て
い
る
。
全
国
の

店
舗
で
交
付
可
能
。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　こ
の
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　返
礼
品
費
に
つ
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
支
援
い
た
だ
い
た
方
へ
の

返
礼
品
で
、
お
ん
こ
ち
ゃ
ん

ぬ
い
ぐ
る
み（
車
掌
服
）を

作
っ
た
経
費
。
手
数
料
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
請
け
負
っ
た
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ

ｆ
ｏ
ｒ
と
い
う
会
社
に
対
す

る
も
の
で
、
支
援
金
の
う
ち

18
・
７
％
を
支
払
っ
た
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　シ
ス
テ
ム
利
用
料
等
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
経
費
が
当
該

年
度
の
寄
附
金
額
の
半
分
程

度
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
も

う
少
し
抑
え
ら
れ
な
い
か
。

答
竹
洞
財
政
課
長

　制
度
で
は
返
礼
品
の
代

金
・
送
料
、
そ
の
他
関
係
事

務
経
費
は
寄
附
金
額
の
50
％

以
下
に
抑
え
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
当
該
経
費
が

そ
の
上
限
近
く
に
ま
で
な
っ

て
い
る
が
、
経
費
率
を
下
げ

る
の
は
難
し
い
状
況
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　委
託
先
と
事
業
内
容
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　委
託
先
は
社
会
福
祉
協
議

会
。
事
業
内
容
は
、
高
齢
者

福
祉
充
実
に
向
け
て
の
活

動
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員
に
よ

る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

見
守
り
活
動
や
、
情
報
交
換

を
通
じ
て
、
問
題
解
決
や
支

援
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
行
っ

て
い
る
。

問
中
川
原
賢
治
委
員

　相
手
先
と
事
業
内
容
は
。

答
佐
々
木
介
護
支
援
課
長
補
佐

　八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
、

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
運
営
業

務
委
託
料
と
研
修
費
を
圏
域

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
人
口
割

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 川﨑　七洋 委員長

ドローンの活用に向けて町職員が
操縦講習を受けた様子

認知症等により重要な決定をする
ことが不安な人を手助けする制度

年齢・既往歴等によるハイリスクな
妊産婦を支援する

令和４年度から出没する
種類が増えた有害鳥獣

農地の位置などの正確な
調査に活用

ＤＣ３５１里帰り支援への
返礼品を作成

一
般
会
計
歳
入

【
民
生
費
】

【
総
務
費
】

【
衛
生
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

【
商
工
費
】

　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：川﨑七洋議員、副委員長：柏田匡智議員）を設置
し、令和４年度の一般会計決算、各特別会計決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

ド
ロ
ー
ン
活
用
関
係
費

町
観
光
振
興
事
業
費

交
付
金

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
料

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦

ア
ク
セ
ス
支
援
事
業
助
成
金

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
員
報
酬

五
戸
町
公
衆
浴
場
・

宿
泊
業
者
等
事
業
継
続

支
援
金

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費

子
育
て
メ
イ
ト

組
織
活
動
支
援
事
業

補
助
金

森
林
管
理
制
度
意
向

調
査
業
務
委
託
料

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

導
入
業
務
委
託
料

ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
21

推
進
事
業
委
託
料

成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
事
業
負
担
金

五
戸
町
も
の
づ
く
り

事
業
費
補
助
金

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

返
礼
品
費
・
手
数
料

ふ
る
さ
と
納
税
シ
ス
テ
ム

関
係
費

©東京ハイジ/五戸町
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問
川
村
浩
昭
委
員

　
補
助
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
中
止

と
な
っ
た
五
戸
ま
つ
り
だ
が
、

何
と
か
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
４

年
度
に
山
車
組
に
対
し
て
補

助
し
た
も
の
。
山
車
の
補
修

や
引
手
の
衣
装
な
ど
に
活
用

さ
れ
た
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
ま
つ
り
の
衣
装
の
乱
れ
方

に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に
も
伝

統
か
ら
外
れ
て
い
る
と
聞
こ

え
て
く
る
。
今
後
補
助
す
る

際
に
伝
統
を
重
ん
じ
る
よ
う

な
条
件
を
付
け
ら
れ
な
い
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　五
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

に
対
し
て
、
衣
装
の
統
一
や

着
方
の
基
準
を
決
め
る
こ
と

な
ど
を
話
し
て
い
き
た
い
。

問
髙
奥
浩
明
委
員

　
委
託
先
と
業
務
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　委
託
先
は
三
沢
市
の
㈱
ａ

ｎ
ｄ
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
で
、
代
表
者

は
五
戸
町
出
身
。
業
務
内
容

は
、
再
開
し
た
五
戸
ま
つ
り

に
合
わ
せ
た
子
ど
も
た
ち
の

屋
台
・
山
車
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
五
戸
de
ま
な
部
」や
、
図

書
館
広
場
で
の「
五
戸
de
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
創
出
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
組
織
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
活
動
内
容
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　一
ノ
坪
、
横
倉
、
沼
沢
、

森
冬
の
４
つ
で
、
活
動
は
町

の
職
員
と
自
主
防
火
隊
を
対

象
と
し
た
研
修
会
へ
の
参
加

な
ど
が
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
ひ
ば
り
野
地
区
宅
地
分
譲

地
の
売
却
状
況
は
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　全
11
区
画
の
う
ち
、
令
和

４
年
度
ま
で
に
７
区
画
売
約

と
な
っ
て
い
る
。

　令
和
５
年
度
に
入
り
２
区

画
売
約
、
及
び
１
区
画
予
約

い
た
だ
い
て
お
り
、
残
り
は

１
区
画
と
な
っ
て
い
る
。

❶
倉
石
温
泉
改
修
工
事 

・
㈱
東
北
産
業

９
７
９
５
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
今
後
、
特
定
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
、
感
染
症

防
疫
作
業
手
当
を
速
や
か

に
支
給
で
き
る
よ
う
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

❷
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
医
療
産
業
の
振
興
及
び
地

域
医
療
の
安
定
に
資
す
る

た
め
、
奨
励
措
置
の
対
象

と
な
る
業
種
に
つ
い
て
、

産
業
分
類
に
定
め
る
医
療

及
び
福
祉
分
野
の
う
ち
規

則
で
定
め
る
も
の
を
追
加

す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

住
宅
用
地
造
成
事
業
等

特
別
会
計
歳
入

再開に向けて改修工事を実施する倉石温泉

❶
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て 

❷
令
和
４
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例

【
内
容
】

・
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に

基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等

を
社
会
全
体
で
支
え
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
基
本
的
事
項
等
を

定
め
る
も
の

❷
五
戸
町
空
き
家
等
対
策
協

議
会
設
置
条
例

【
内
容
】

・
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
第
７
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

五
戸
町
空
き
家
等
対
策
計

画
の
作
成
及
び
変
更
並
び

に
実
施
等
に
関
す
る
協
議

を
行
う
法
定
協
議
会
を
設

置
す
る
た
め
制
定
す
る
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

【
内
容
】

・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

の
報
酬
を
日
額
か
ら
１
時

間
単
位
に
改
め
る
に
当
た

り
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
億
９
４
３
８
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
１
億
８
４
０
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
庁
舎
管
理
工
事
費

２
８
７
万
１
千
円

・
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
給
付
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務
委
託
料２

９
９
万
８
千
円

・
ひ
と
り
親
医
療
費
給
付
シ

ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

６
５
１
万
８
千
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
５
０
０
９
万
８
千
円

・
産
直
施
設
地
質
調
査
業
務

委
託
料

３
０
１
万
４
千
円

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
費
負
担
金

３
３
０
万
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

３
３
０
０
万
円

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
費

９
７
０
万
円

・
用
地
測
量
業
務
委
託
料

４
０
０
万
円

・
町
道
舗
装
修
繕
工
事
費

３
０
０
０
万
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

設
計
監
理
業
務
委
託
料 

△
５
２
５
万
５
千
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

工
事
費

△
１
９
３
８
万
９
千
円

・
五
戸
中
学
校
耐
力
度
調
査

業
務
委
託
料

２
４
３
８
万
９
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
９
０
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
９
８
９
３
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
年
度
間
職
員
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
補
正

２
９
０
万
６
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
０
５
７
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

20
億
８
０
１
０
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
負
担
金
返
還
金

47
万
５
千
円

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金

  

（
普
通
交
付
金
）返
還
金

３
０
０
９
万
９
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
１
０
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
２
６
８
４
万
３
千
円

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告

　２
件

条
例
の
制
定

　２
件

条
例
の
一
部
改
正

　１
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算

　８
件

町
長
提
出
案
件

©東京ハイジ/五戸町

な
ど
を
話
し
て
い
き
た
い
。

犯罪により重症病を負った人や、
亡くなった人の遺族等を支援

財
産
売
払
収
入

五
戸
ま
つ
り
山
車
運
行
団
体

参
加
継
続
支
援
補
助
金

中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
業
務
委
託
料

議決件数　３件

原案可決

３　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第33回　令和５年８月　臨時会
８月17日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　16件

原案可決

12　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第34回　令和５年９月　定例会
９月７日から13日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　１
件

条
例
の
一
部
改
正

　２
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

【
消
防
費
】

自
主
防
火
隊
運
営

管
理
謝
礼

残り１区画（令和５年９月末現在）

校舎改築費補助事業に必要な
耐力度・老朽化の調査を実施

ひばり野公園北側トイレ改築は
令和６年度実施へ

➡

★



⑦ ごのへ議会だより 第49号 ごのへ議会だより 第49号 ⑥

問
川
村
浩
昭
委
員

　
補
助
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
中
止

と
な
っ
た
五
戸
ま
つ
り
だ
が
、

何
と
か
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
４

年
度
に
山
車
組
に
対
し
て
補

助
し
た
も
の
。
山
車
の
補
修

や
引
手
の
衣
装
な
ど
に
活
用

さ
れ
た
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
ま
つ
り
の
衣
装
の
乱
れ
方

に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に
も
伝

統
か
ら
外
れ
て
い
る
と
聞
こ

え
て
く
る
。
今
後
補
助
す
る

際
に
伝
統
を
重
ん
じ
る
よ
う

な
条
件
を
付
け
ら
れ
な
い
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　五
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

に
対
し
て
、
衣
装
の
統
一
や

着
方
の
基
準
を
決
め
る
こ
と

な
ど
を
話
し
て
い
き
た
い
。

問
髙
奥
浩
明
委
員

　
委
託
先
と
業
務
内
容
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　委
託
先
は
三
沢
市
の
㈱
ａ

ｎ
ｄ
ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
で
、
代
表
者

は
五
戸
町
出
身
。
業
務
内
容

は
、
再
開
し
た
五
戸
ま
つ
り

に
合
わ
せ
た
子
ど
も
た
ち
の

屋
台
・
山
車
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
五
戸
de
ま
な
部
」や
、
図

書
館
広
場
で
の「
五
戸
de
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
に
ぎ
わ
い
創
出
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
組
織
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
活
動
内
容
は
。

答
石
田
総
務
課
長

　一
ノ
坪
、
横
倉
、
沼
沢
、

森
冬
の
４
つ
で
、
活
動
は
町

の
職
員
と
自
主
防
火
隊
を
対

象
と
し
た
研
修
会
へ
の
参
加

な
ど
が
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
ひ
ば
り
野
地
区
宅
地
分
譲

地
の
売
却
状
況
は
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　全
11
区
画
の
う
ち
、
令
和

４
年
度
ま
で
に
７
区
画
売
約

と
な
っ
て
い
る
。

　令
和
５
年
度
に
入
り
２
区

画
売
約
、
及
び
１
区
画
予
約

い
た
だ
い
て
お
り
、
残
り
は

１
区
画
と
な
っ
て
い
る
。

❶
倉
石
温
泉
改
修
工
事 

・
㈱
東
北
産
業

９
７
９
５
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
今
後
、
特
定
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
、
感
染
症

防
疫
作
業
手
当
を
速
や
か

に
支
給
で
き
る
よ
う
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

❷
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
医
療
産
業
の
振
興
及
び
地

域
医
療
の
安
定
に
資
す
る

た
め
、
奨
励
措
置
の
対
象

と
な
る
業
種
に
つ
い
て
、

産
業
分
類
に
定
め
る
医
療

及
び
福
祉
分
野
の
う
ち
規

則
で
定
め
る
も
の
を
追
加

す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

住
宅
用
地
造
成
事
業
等

特
別
会
計
歳
入

再開に向けて改修工事を実施する倉石温泉

❶
令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て 

❷
令
和
４
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例

【
内
容
】

・
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に

基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等

を
社
会
全
体
で
支
え
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に

関
す
る
基
本
的
事
項
等
を

定
め
る
も
の

❷
五
戸
町
空
き
家
等
対
策
協

議
会
設
置
条
例

【
内
容
】

・
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
第
７
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

五
戸
町
空
き
家
等
対
策
計

画
の
作
成
及
び
変
更
並
び

に
実
施
等
に
関
す
る
協
議

を
行
う
法
定
協
議
会
を
設

置
す
る
た
め
制
定
す
る
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

【
内
容
】

・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

の
報
酬
を
日
額
か
ら
１
時

間
単
位
に
改
め
る
に
当
た

り
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
億
９
４
３
８
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
１
億
８
４
０
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
庁
舎
管
理
工
事
費

２
８
７
万
１
千
円

・
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療

費
給
付
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務
委
託
料２

９
９
万
８
千
円

・
ひ
と
り
親
医
療
費
給
付
シ

ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

６
５
１
万
８
千
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
５
０
０
９
万
８
千
円

・
産
直
施
設
地
質
調
査
業
務

委
託
料

３
０
１
万
４
千
円

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
費
負
担
金

３
３
０
万
円

・
道
路
環
境
整
備
業
務
委
託

料

３
３
０
０
万
円

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
費

９
７
０
万
円

・
用
地
測
量
業
務
委
託
料

４
０
０
万
円

・
町
道
舗
装
修
繕
工
事
費

３
０
０
０
万
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

設
計
監
理
業
務
委
託
料 

△
５
２
５
万
５
千
円

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

工
事
費

△
１
９
３
８
万
９
千
円

・
五
戸
中
学
校
耐
力
度
調
査

業
務
委
託
料

２
４
３
８
万
９
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
９
０
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
９
８
９
３
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
年
度
間
職
員
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
補
正

２
９
０
万
６
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

３
０
５
７
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

20
億
８
０
１
０
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
負
担
金
返
還
金

47
万
５
千
円

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金

  

（
普
通
交
付
金
）返
還
金

３
０
０
９
万
９
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
１
０
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
２
６
８
４
万
３
千
円

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

報
告

　２
件

条
例
の
制
定

　２
件

条
例
の
一
部
改
正

　１
件

令
和
５
年
度
補
正
予
算

　８
件

町
長
提
出
案
件

©東京ハイジ/五戸町

定
め
る
も
の

犯罪により重症病を負った人や、
亡くなった人の遺族等を支援

財
産
売
払
収
入

五
戸
ま
つ
り
山
車
運
行
団
体

参
加
継
続
支
援
補
助
金

中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
業
務
委
託
料

議決件数　３件

原案可決

３　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第33回　令和５年８月　臨時会
８月17日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　16件

原案可決

12　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第34回　令和５年９月　定例会
９月７日から13日までの７日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　１
件

条
例
の
一
部
改
正

　２
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

【
消
防
費
】

自
主
防
火
隊
運
営

管
理
謝
礼

残り１区画（令和５年９月末現在）

校舎改築費補助事業に必要な
耐力度・老朽化の調査を実施

ひばり野公園北側トイレ改築は
令和６年度実施へ

➡

★



⑨ ごのへ議会だより 第49号 ごのへ議会だより 第49号 ⑧

【
主
な
内
容
】

・
住
民
運
営
の
介
護
予
防
・

生
活
支
援
活
動
補
助
金

１
万
２
千
円

・
年
度
間
職
員
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
補
正

１
０
２
万
８
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）25万

４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
７
４
９
９
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
馬
淵
川
流
域
下
水
道
維
持

管
理
費
負
担
金
精
算
金

25
万
４
千
円

❻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　43
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
６
９
６
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
薬
液
注
入
ポ
ン
プ
購
入
費

　
　
　
　43
万
９
千
円

❼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　１
６
８
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
３
２
６
万
円

【
主
な
内
容
】

・
光
ケ
ー
ブ
ル
復
旧
工
事

　
　
　
　１
６
８
万
３
千
円

❽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（第
１
号
）

〇
収
益
的
収
入

　４
億
９
４
７
９
万
６
千
円
減
の

　19
億
８
６
９
１
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
入
院
患
者
病
床
確
保

事
業
費
補
助
金
の
減

〇
収
益
的
支
出

　１
０
３
０
万
６
千
円
増
の

　27
億
３
０
７
２
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
令
和
４
年
度
に
購
入
し
た

医
療
機
器
等
に
係
る
減
価

償
却
費
の
追
加

・
健
診
セ
ン
タ
ー
遠
隔
画
像

診
断
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
務

委
託
料
の
追
加

〇
資
本
的
収
入

　４
３
２
４
万
９
千
円
増
の

　４
億
４
３
１
９
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
出
資
金
の
追
加

・
長
期
貸
付
金
返
還
金
の
追

加

〇
資
本
的
支
出

　５
万
１
千
円
減
の

　６
億
４
８
６
４
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
病
院
備
品
費
の
追
加

・
長
期
貸
付
金
の
減

全
員
賛
成
で
可
決

❶「
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
に
よ
る
最
低
賃
金
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

不
採
択

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
議

員
の
起
立
な
し
の
た
め
否
決

❶
令
和
４
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

❷
令
和
４
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　（詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
６
ペ
ー

ジ
）

全
員
賛
成
で
認
定

❶
ひ
ば
り
野
公
園
ク
レ
イ
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

・
川
村
・
大
西
・
大
山
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
㈱
川
村
土
木
・
㈱
大
西
組
・

㈱
大
山
建
工
）

１
億
１
６
６
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
柿
本

　孝
志
氏（
60
歳
）

　大
字
倉
石
中
市
字
中
市

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

　日
本
郵
便
㈱

　
　下
田
郵
便
局
長

　五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　本
部
長

　五
戸
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　ル
協
会

　

　
　副
会
長

任
期　令

和
５
年
10
月
１
日
〜

　令
和
９
年
９
月
30
日

❷
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

◎
石
田

　弘
文
氏（
68
歳
）

　大
字
浅
水
字
浅
水

【
新
任
】

主
な
職
歴
等

　五
戸
町
森
林
組
合

　三
八
地
方
森
林
組
合

　
　監
事

　農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

任
期　令

和
５
年
９
月
20
日
〜

　令
和
８
年
９
月
19
日

全
員
賛
成
で
同
意

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

認
定

　２
件

人
事

　２
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　１
件

町
長
追
加
提
出
案
件

陳
情

　１
件

か
き
も
と

た
か

い
し
だ

ひ
ろ
ふ
み

し

降雨後の整備が大変なクレイコート
砂入り人工芝コートへの改修を行う

用語解説

おしえて！選挙のこと

令和５年６月に五戸町長選挙が行われたことは記憶に新しいところです
が、五戸町議会議員選挙でも適用される『選挙公営』って何ですか？

テーマは
 『選挙公営』
　　についてです

＼五戸町選挙管理委員会に聞きました／

１．選挙カーの使用

Ｑ
令和２年６月に公職選挙法の一部が改正され、町村の選挙においても候補者
間の選挙運動の機会均等を図り、立候補しやすい環境を整備するために、公
営の対象とすることができるようになったことから、五戸町でも令和３年３月

に五戸町議会議員及び五戸町長選挙を公営の対象とするための条例を制定しました。
　条例に定める下記の金額（※発行日現在）の範囲内で、選挙運動用自動車の使用、選挙
運動用ビラの作成及び選挙運動用ポスターの作成にかかる費用を公費負担することが
できます。ただし、供託金没収点（町議会議員：有効投票総数を議員定数（14人）で除
した数の10分の１、町長：有効投票総数の10分の１）に達する得票を得られない場合
は、公費負担の対象とならずに候補者の自己負担となるので注意が必要です。

区　　分
一般運送契約
（ハイヤー業者等）

車
両
賃
貸
借
契
約

自動車借入契約
（レンタル）

燃料供給契約

運転者雇用契約

選挙運動用自動車として使用した各日の料金の
合計金額（１日について１台に限る）

選挙運動用自動車として使用した各日の料金の
合計金額（１日について１台に限る）

選挙運動用自動車に供給した燃料の代金

選挙運動用自動車の運転に従事した各日の報酬
の合計金額（１日について１人に限る）

64,500円まで／１日

16,100円まで／１日

7,700円×選挙運動日数

12,500円まで／１日

公費負担の対象 公費負担上限額

Ａ

２．選挙運動用ビラの作成
公費負担の対象

選挙運動用ビラ
作成費用

単　　価
町議会議員選挙、町長選挙ともに

７円73銭まで／1枚

作成枚数
町議会議員選挙　1,600枚以内
町長選挙　　　　5,000枚以内

公費負担上限額
町議会議員選挙　12,368円
町長選挙　　　　38,650円

３．選挙運動用ポスターの作成
公費負担の対象

選挙運動用ポスター
作成費用

五戸町議会議員一般選挙は
　告 示 日：令和６年２月13日
　投開票日：令和６年２月18日

です。

単　　価
町議会議員選挙、町長選挙ともに

2,019円まで／1枚

作成枚数
町議会議員選挙、町長選挙ともに

150枚以内

公費負担上限額
町議会議員選挙、町長選挙ともに

302,850円以内

詳しくは
五戸町選挙管理委員会事務局まで
ＴＥＬ ６２－２１１１（内線２１４）



⑨ ごのへ議会だより 第49号 ごのへ議会だより 第49号 ⑧

【
主
な
内
容
】

・
住
民
運
営
の
介
護
予
防
・

生
活
支
援
活
動
補
助
金

１
万
２
千
円

・
年
度
間
職
員
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
補
正

１
０
２
万
８
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）25万

４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
７
４
９
９
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
馬
淵
川
流
域
下
水
道
維
持

管
理
費
負
担
金
精
算
金

25
万
４
千
円

❻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　43
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
６
９
６
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
薬
液
注
入
ポ
ン
プ
購
入
費

　
　
　
　43
万
９
千
円

❼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

　
　１
６
８
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
３
２
６
万
円

【
主
な
内
容
】

・
光
ケ
ー
ブ
ル
復
旧
工
事

　
　
　
　１
６
８
万
３
千
円

❽
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（第
１
号
）

〇
収
益
的
収
入

　４
億
９
４
７
９
万
６
千
円
減
の

　19
億
８
６
９
１
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
入
院
患
者
病
床
確
保

事
業
費
補
助
金
の
減

〇
収
益
的
支
出

　１
０
３
０
万
６
千
円
増
の

　27
億
３
０
７
２
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
令
和
４
年
度
に
購
入
し
た

医
療
機
器
等
に
係
る
減
価

償
却
費
の
追
加

・
健
診
セ
ン
タ
ー
遠
隔
画
像

診
断
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
務

委
託
料
の
追
加

〇
資
本
的
収
入

　４
３
２
４
万
９
千
円
増
の

　４
億
４
３
１
９
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
会
計
出
資
金
の
追
加

・
長
期
貸
付
金
返
還
金
の
追

加

〇
資
本
的
支
出

　５
万
１
千
円
減
の

　６
億
４
８
６
４
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
病
院
備
品
費
の
追
加

・
長
期
貸
付
金
の
減

全
員
賛
成
で
可
決

❶「
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
に
よ
る
最
低
賃
金
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
」の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

不
採
択

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
議

員
の
起
立
な
し
の
た
め
否
決

❶
令
和
４
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

❷
令
和
４
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　（詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
６
ペ
ー

ジ
）

全
員
賛
成
で
認
定

❶
ひ
ば
り
野
公
園
ク
レ
イ
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事

・
川
村
・
大
西
・
大
山
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
㈱
川
村
土
木
・
㈱
大
西
組
・

㈱
大
山
建
工
）

１
億
１
６
６
０
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
柿
本

　孝
志
氏（
60
歳
）

　大
字
倉
石
中
市
字
中
市

【
再
任
】

主
な
職
歴
等

　日
本
郵
便
㈱

　
　下
田
郵
便
局
長

　五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　本
部
長

　五
戸
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　ル
協
会

　

　
　副
会
長

任
期　令

和
５
年
10
月
１
日
〜

　令
和
９
年
９
月
30
日

❷
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

◎
石
田

　弘
文
氏（
68
歳
）

　大
字
浅
水
字
浅
水

【
新
任
】

主
な
職
歴
等

　五
戸
町
森
林
組
合

　三
八
地
方
森
林
組
合

　
　監
事

　農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

任
期　令

和
５
年
９
月
20
日
〜

　令
和
８
年
９
月
19
日

全
員
賛
成
で
同
意

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

認
定

　２
件

人
事

　２
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　１
件

町
長
追
加
提
出
案
件

陳
情

　１
件

か
き
も
と

た
か

い
し
だ

ひ
ろ
ふ
み

し

降雨後の整備が大変なクレイコート
砂入り人工芝コートへの改修を行う

用語解説

おしえて！選挙のこと

令和５年６月に五戸町長選挙が行われたことは記憶に新しいところです
が、五戸町議会議員選挙でも適用される『選挙公営』って何ですか？

テーマは
 『選挙公営』
　　についてです

＼五戸町選挙管理委員会に聞きました／

１．選挙カーの使用

Ｑ
令和２年６月に公職選挙法の一部が改正され、町村の選挙においても候補者
間の選挙運動の機会均等を図り、立候補しやすい環境を整備するために、公
営の対象とすることができるようになったことから、五戸町でも令和３年３月

に五戸町議会議員及び五戸町長選挙を公営の対象とするための条例を制定しました。
　条例に定める下記の金額（※発行日現在）の範囲内で、選挙運動用自動車の使用、選挙
運動用ビラの作成及び選挙運動用ポスターの作成にかかる費用を公費負担することが
できます。ただし、供託金没収点（町議会議員：有効投票総数を議員定数（14人）で除
した数の10分の１、町長：有効投票総数の10分の１）に達する得票を得られない場合
は、公費負担の対象とならずに候補者の自己負担となるので注意が必要です。

区　　分
一般運送契約
（ハイヤー業者等）

車
両
賃
貸
借
契
約

自動車借入契約
（レンタル）

燃料供給契約

運転者雇用契約

選挙運動用自動車として使用した各日の料金の
合計金額（１日について１台に限る）

選挙運動用自動車として使用した各日の料金の
合計金額（１日について１台に限る）

選挙運動用自動車に供給した燃料の代金

選挙運動用自動車の運転に従事した各日の報酬
の合計金額（１日について１人に限る）

64,500円まで／１日

16,100円まで／１日

7,700円×選挙運動日数

12,500円まで／１日

公費負担の対象 公費負担上限額

Ａ

２．選挙運動用ビラの作成
公費負担の対象

選挙運動用ビラ
作成費用

単　　価
町議会議員選挙、町長選挙ともに

７円73銭まで／1枚

作成枚数
町議会議員選挙　1,600枚以内
町長選挙　　　　5,000枚以内

公費負担上限額
町議会議員選挙　12,368円
町長選挙　　　　38,650円

３．選挙運動用ポスターの作成
公費負担の対象

選挙運動用ポスター
作成費用

五戸町議会議員一般選挙は
　告 示 日：令和６年２月13日
　投開票日：令和６年２月18日

です。

単　　価
町議会議員選挙、町長選挙ともに

2,019円まで／1枚

作成枚数
町議会議員選挙、町長選挙ともに

150枚以内

公費負担上限額
町議会議員選挙、町長選挙ともに

302,850円以内

詳しくは
五戸町選挙管理委員会事務局まで
ＴＥＬ ６２－２１１１（内線２１４）
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　野
生
動
物
の
被
害
状
況
の

把
握
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

　農
林
課
に
来
庁
し
た
方
、

電
話
に
て
連
絡
し
て
き
た
方

か
ら
聞
き
取
り
し
て
い
る
。

　ま
た
、
被
害
箇
所
を
農
林

課
職
員
と
猟
友
会
の
隊
員
が

共
に
現
地
確
認
し
て
い
る
。

　今
年
度
の
被
害
届
出
件
数

と
被
害
を
与
え
た
野
生
動
物

の
種
類
と
そ
の
被
害
額
は
。

　８
月
末
現
在
、
届
出
件
数

は
20
件
で
、
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
３
種
。

　被
害
金
額
は
、
ク
マ
は
69

万
円
、
イ
ノ
シ
シ
は
46
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　現
在
行
っ
て
い
る
駆
除
・

防
止
対
策
は
何
か
。

　毎
年
６
月
上
旬
に
実
施
し

て
い
る
五
戸
町
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
出
動
式
に
て
、
隊

員
全
員
に
安
全
喚
起
・
被
害

防
止
計
画
な
ど
を
細
か
く
伝

達
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け

た
各
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
カ
ラ
ス
駆
除
等
の
鳥
獣
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　わ
な
類
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

対
策
と
し
て
く
く
り
わ
な

40
個
を
導
入
し
た
。
今
年
度

は
被
害
数
増
加
を
受
け
て
新

た
に
大
型
獣
用
の
箱
わ
な
を

９
個
発
注
し
て
お
り
、
今
後

活
用
す
る
。
小
型
獣
用
わ
な

10
個
は
令
和
３
年
度
か
ら
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　駆
除
や
防
止
対
策
に
対
す

る
公
的
補
助
は
。

　町
は
狩
猟
・
わ
な
猟
免
許

取
得
経
費
を
補
助
し
て
い
る
。

　国
・
県
で
も
対
策
活
動
へ

の
交
付
金
や
資
材
等
の
補
助
、

事
業
の
受
託
・
適
性
試
験
の

免
除
等
の
支
援
が
あ
る
県
知

事
の
認
定
制
度
な
ど
様
々
な

補
助
が
あ
る
。

　当
町
の
災
害
備
蓄
倉
庫
の

設
置
場
所
は
。

　生
活
用
品
や
飲
食
料
な
ど

の
主
な
保
管
先
は
町
立
公
民

館
、
旧
蛯
川
小
学
校
、
旧
五

戸
消
防
署
、
及
び
３
支
所
。

防
災
用
資
機
材
は
水
防
倉
庫

と
倉
石
防
災
倉
庫
に
保
管
。

　設
置
場
所
の
施
設
の
カ
ギ

管
理
、
保
安
面
の
対
策
は
。

　各
施
設
の
管
理
担
当
課
が

通
常
の
施
設
の
管
理
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

　備
蓄
品
の
品
目
、
数
量
等

の
管
理
方
法
、
及
び
備
品
の

耐
用
年
数
の
管
理
方
法
は
。

　備
蓄
品
は
国
が
整
備
し
た

「
物
資
調
達
・
輸
送
調
整
等

支
援
シ
ス
テ
ム
」に
保
管
場

所
、
品
目
、
数
量
、
消
費
期

限
等
を
記
録
管
理
し
て
お
り
、

消
費
期
限
に
応
じ
総
合
防
災

訓
練
等
で
試
食
や
配
布
に
活

用
し
た
上
で
更
新
し
て
い
る
。

　耐
用
年
数
は
国
の
耐
用
年

数
に
関
す
る
省
令
に
基
づ
き

管
理
し
て
い
る
。

　資
機
材
・
備
蓄
品
が
災
害

発
生
時
に
滞
り
な
く
使
用
で

き
る
か
の
確
認
は
。

　町
の
総
合
防
災
訓
練
で
使

用
の
ほ
か
、
１
年
に
１
回
程

度
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
や
稼

働
状
況
等
を
確
認
し
て
い
る
。

　大
型
資
機
材
の
運
搬
方
法

は
考
慮
し
て
い
る
か
。

　大
型
発
電
機
等
の
大
型
資

機
材
の
備
蓄
は
な
い
が
、
災

害
時
に（
一
社
）日
本
建
設

機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
青
森
支

部
と
締
結
し
た
協
定
書
に
基

づ
き
、
レ
ン
タ
ル
機
材
の
提

供
及
び
運
搬
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　庁
舎
敷
地
の
入
り
口
に
接

道
す
る
県
道
15
号
の
植
栽
が

大
き
く
な
り
、
雑
草
も
繁
茂

し
て
い
る
こ
と
で
視
認
性
が

非
常
に
悪
い
。
五
戸
町
の
顔

で
も
あ
る
庁
舎
周
辺
の
沿
道

に
お
け
る
環
境
整
備
は
。

　県
道
の
環
境
整
備
は
、
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　町
道
に
お
い
て
は
、
交
通

量
な
ど
を
勘
案
し
優
先
順
位

を
設
け
、
自
治
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
な

道
路
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

通
っ
て
気
持
ち
が
よ
い
道
路

の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　令
和
８
年
、
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
青
森
県
で
開
催
さ

れ
、
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
が

サ
ッ
カ
ー
の
会
場
に
な
る
と

の
こ
と
。
公
園
周
辺
の
沿
道

の
環
境
整
備
は
。

　他
地
域
か
ら
多
く
の
人
が

来
ら
れ
た
り
、
注
目
さ
れ
た

り
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
五
戸
町
は
き
れ
い
な

　こ
の
夏
は
大
変
厳
し
い
暑

さ
だ
っ
た
。
交
通
弱
者
で
エ

ア
コ
ン
が
な
い
高
齢
者
の
み

の
家
庭
に
お
け
る
健
康
管
理

に
対
す
る
町
の
取
組
は
。

　公
共
施
設
へ
の
熱
中
症
予

防
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設

置
や
予
防
策
を
広
報
誌
に

掲
載
し
注
意
喚
起
を
行
っ

た
。　ま

た
、
介
護
相
談
や
近
隣

住
民
か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
、
職
員
が
訪
問
し
水

分
補
給
な
ど
の
助
言
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
民
生
委
員
の

町
で
あ
る
と
印
象
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
来
た
い
と

か
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
進
め
る
。

訪
問
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
協
力
を
得
て
高
齢
者
の

健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
習

慣
の
な
い
高
齢
者
に
も
、
エ

ア
コ
ン
を
適
切
に
使
っ
て
酷

暑
を
乗
り
切
っ
て
も
ら
い
た

い
。
購
入
の
た
め
の
補
助
金

を
支
給
し
て
は
。

　ご
年
配
の
方
々
は
と
て
も

我
慢
強
い
が
、
エ
ア
コ
ン
を

控
え
て
体
調
を
崩
す
場
合
が

あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
は
あ
る
が
検
討
し
た
い
。

　温
暖
化
に
よ
り
こ
れ
ま
で

の
夏
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
小
中
学
校
の
夏
休
み
の

時
期
や
期
間
の
変
更
は
。

　今
の
と
こ
ろ
変
更
の
議
論

は
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
全

国
で
猛
暑
に
よ
る
悲
し
い
事

故
が
起
き
て
い
る
中
に
お
い

て
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
こ
と
に
注
力
す
る
。

　小
中
学
校
で
は
す
べ
て
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の

特
別
教
室
や
体
育
館
は
。

　体
育
館
と
図
書
室
や
多
目

的
教
室
な
ど
の
特
別
教
室
に

は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
既
存
体
育
館
へ
の

設
置
は
規
模
を
考
え
る
と

難
し
い
が
、
特
別
教
室
へ
の

設
置
は
現
場
の
声
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
進
め
た
い
。

　鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策

は
。　今

年
度
は
新
た
に
手
倉
橋

地
区
や
浅
水
地
区
で
も
イ
ノ

シ
シ
被
害
の
報
告
が
あ
り
、

拡
大
し
て
き
て
い
る
。

　猟
友
会
と
と
も
に
現
地
を

確
認
し
、
わ
な
の
設
置
と
そ

の
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
対

策
し
て
い
る
。

　イ
ノ
シ
シ
は
個
体
数
増
加

が
非
常
に
速
く
、
鋭
い
嗅
覚

で
わ
な
に
か
か
り
に
く
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
特
産
の
長
芋

や
ニ
ン
ニ
ク
等
の
根
野
菜
が

大
き
な
被
害
を
受
け
る
。

　自
分
の
畑
は
自
分
で
守
る
、

地
域
の
畑
は
地
域
の
人
間
で

守
る
と
い
う
考
え
を
醸
成
さ

せ
、
農
業
を
後
押
し
す
る
の

も
行
政
の
使
命
。
速
や
か
に

行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
。

すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員

「
質
問
要
旨
」

　効
果
的
な
野
生
鳥
獣
対

策
を
講
じ
る
た
め
に
必
要

な
、
農
産
物
の
食
害
・
農

地
荒
ら
し
等
の
被
害
状
況

や
生
息
状
況
の
実
態
把
握

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

「
質
問
要
旨
」

　予
測
で
き
な
い
地
震
、

豪
雨
、
雷
な
ど
の
災
害
発

生
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

水
や
食
料
な
ど
の
災
害
援

助
品
や
防
災
用
資
機
材
を

供
給
で
き
る
よ
う
備
蓄
し

て
い
る
か
。

◆雑草や支障木が繁茂した沿線の環境整備は
　町長　交通量の多い幹線道路は特に安全確保に
　　　　努める

一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

◆
高
齢
者
の
エ
ア
コ
ン
購
入
に
補
助
金

　
を
支
給
し
て
は

　
町
長

　
高
齢
者
避
暑
策
と
し
て

　
　
　
　
検
討
し
た
い

◆
鳥
獣
被
害
の

　
対
策
は

◆
災
害
時
の
資
機
材
・
飲
食
料
の
備
蓄
は

　
町
長

　
指
定
避
難
所
や
廃
校
舎
を
活
用

一般質問

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 
①

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

②

要 

望

９
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
と
そ
の
対
策
は

　
町
長

　
被
害
箇
所
の
現
地
確
認
と
、

　
　
　
　
狩
猟
・
わ
な
猟
免
許
取
得
経
費
を
補
助

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

())　()()　議員
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野
生
動
物
の
被
害
状
況
の

把
握
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

　
農
林
課
に
来
庁
し
た
方
、

電
話
に
て
連
絡
し
て
き
た
方

か
ら
聞
き
取
り
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
被
害
箇
所
を
農
林

課
職
員
と
猟
友
会
の
隊
員
が

共
に
現
地
確
認
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
被
害
届
出
件
数

と
被
害
を
与
え
た
野
生
動
物

の
種
類
と
そ
の
被
害
額
は
。

　
８
月
末
現
在
、
届
出
件
数

は
20
件
で
、
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
３
種
。

　
被
害
金
額
は
、
ク
マ
は
69

万
円
、
イ
ノ
シ
シ
は
46
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
駆
除
・

防
止
対
策
は
何
か
。

　
毎
年
６
月
上
旬
に
実
施
し

て
い
る
五
戸
町
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
出
動
式
に
て
、
隊

員
全
員
に
安
全
喚
起
・
被
害

防
止
計
画
な
ど
を
細
か
く
伝

達
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け

た
各
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
カ
ラ
ス
駆
除
等
の
鳥
獣
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
わ
な
類
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

対
策
と
し
て
く
く
り
わ
な

40
個
を
導
入
し
た
。
今
年
度

は
被
害
数
増
加
を
受
け
て
新

た
に
大
型
獣
用
の
箱
わ
な
を

９
個
発
注
し
て
お
り
、
今
後

活
用
す
る
。
小
型
獣
用
わ
な

10
個
は
令
和
３
年
度
か
ら
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
駆
除
や
防
止
対
策
に
対
す

る
公
的
補
助
は
。

　
町
は
狩
猟
・
わ
な
猟
免
許

取
得
経
費
を
補
助
し
て
い
る
。

　
国
・
県
で
も
対
策
活
動
へ

の
交
付
金
や
資
材
等
の
補
助
、

事
業
の
受
託
・
適
性
試
験
の

免
除
等
の
支
援
が
あ
る
県
知

事
の
認
定
制
度
な
ど
様
々
な

補
助
が
あ
る
。

　
当
町
の
災
害
備
蓄
倉
庫
の

設
置
場
所
は
。

　
生
活
用
品
や
飲
食
料
な
ど

の
主
な
保
管
先
は
町
立
公
民

館
、
旧
蛯
川
小
学
校
、
旧
五

戸
消
防
署
、
及
び
３
支
所
。

防
災
用
資
機
材
は
水
防
倉
庫

と
倉
石
防
災
倉
庫
に
保
管
。

　
設
置
場
所
の
施
設
の
カ
ギ

管
理
、
保
安
面
の
対
策
は
。

　
各
施
設
の
管
理
担
当
課
が

通
常
の
施
設
の
管
理
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

　
備
蓄
品
の
品
目
、
数
量
等

の
管
理
方
法
、
及
び
備
品
の

耐
用
年
数
の
管
理
方
法
は
。

　
備
蓄
品
は
国
が
整
備
し
た

「
物
資
調
達
・
輸
送
調
整
等

支
援
シ
ス
テ
ム
」に
保
管
場

所
、
品
目
、
数
量
、
消
費
期

限
等
を
記
録
管
理
し
て
お
り
、

消
費
期
限
に
応
じ
総
合
防
災

訓
練
等
で
試
食
や
配
布
に
活

用
し
た
上
で
更
新
し
て
い
る
。

　
耐
用
年
数
は
国
の
耐
用
年

数
に
関
す
る
省
令
に
基
づ
き

管
理
し
て
い
る
。

　
資
機
材
・
備
蓄
品
が
災
害

発
生
時
に
滞
り
な
く
使
用
で

き
る
か
の
確
認
は
。

　
町
の
総
合
防
災
訓
練
で
使

用
の
ほ
か
、
１
年
に
１
回
程

度
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
や
稼

働
状
況
等
を
確
認
し
て
い
る
。

　
大
型
資
機
材
の
運
搬
方
法

は
考
慮
し
て
い
る
か
。

　
大
型
発
電
機
等
の
大
型
資

機
材
の
備
蓄
は
な
い
が
、
災

害
時
に（
一
社
）日
本
建
設

機
械
レ
ン
タ
ル
協
会
青
森
支

部
と
締
結
し
た
協
定
書
に
基

づ
き
、
レ
ン
タ
ル
機
材
の
提

供
及
び
運
搬
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
庁
舎
敷
地
の
入
り
口
に
接

道
す
る
県
道
15
号
の
植
栽
が

大
き
く
な
り
、
雑
草
も
繁
茂

し
て
い
る
こ
と
で
視
認
性
が

非
常
に
悪
い
。
五
戸
町
の
顔

で
も
あ
る
庁
舎
周
辺
の
沿
道

に
お
け
る
環
境
整
備
は
。

　
県
道
の
環
境
整
備
は
、
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
町
道
に
お
い
て
は
、
交
通

量
な
ど
を
勘
案
し
優
先
順
位

を
設
け
、
自
治
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
な

道
路
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

通
っ
て
気
持
ち
が
よ
い
道
路

の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　
令
和
８
年
、
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
青
森
県
で
開
催
さ

れ
、
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
が

サ
ッ
カ
ー
の
会
場
に
な
る
と

の
こ
と
。
公
園
周
辺
の
沿
道

の
環
境
整
備
は
。

　
他
地
域
か
ら
多
く
の
人
が

来
ら
れ
た
り
、
注
目
さ
れ
た

り
す
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
五
戸
町
は
き
れ
い
な

　
こ
の
夏
は
大
変
厳
し
い
暑

さ
だ
っ
た
。
交
通
弱
者
で
エ

ア
コ
ン
が
な
い
高
齢
者
の
み

の
家
庭
に
お
け
る
健
康
管
理

に
対
す
る
町
の
取
組
は
。

　
公
共
施
設
へ
の
熱
中
症
予

防
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設

置
や
予
防
策
を
広
報
誌
に

掲
載
し
注
意
喚
起
を
行
っ

た
。

　
ま
た
、
介
護
相
談
や
近
隣

住
民
か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
、
職
員
が
訪
問
し
水

分
補
給
な
ど
の
助
言
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
民
生
委
員
の

町
で
あ
る
と
印
象
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
来
た
い
と

か
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
整

備
を
進
め
る
。

訪
問
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
協
力
を
得
て
高
齢
者
の

健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
習

慣
の
な
い
高
齢
者
に
も
、
エ

ア
コ
ン
を
適
切
に
使
っ
て
酷

暑
を
乗
り
切
っ
て
も
ら
い
た

い
。
購
入
の
た
め
の
補
助
金

を
支
給
し
て
は
。

　
ご
年
配
の
方
々
は
と
て
も

我
慢
強
い
が
、
エ
ア
コ
ン
を

控
え
て
体
調
を
崩
す
場
合
が

あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
は
あ
る
が
検
討
し
た
い
。

　
温
暖
化
に
よ
り
こ
れ
ま
で

の
夏
と
は
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
小
中
学
校
の
夏
休
み
の

時
期
や
期
間
の
変
更
は
。

　
今
の
と
こ
ろ
変
更
の
議
論

は
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
全

国
で
猛
暑
に
よ
る
悲
し
い
事

故
が
起
き
て
い
る
中
に
お
い

て
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の

命
を
守
る
こ
と
に
注
力
す
る
。

　
小
中
学
校
で
は
す
べ
て
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の

特
別
教
室
や
体
育
館
は
。

　
体
育
館
と
図
書
室
や
多
目

的
教
室
な
ど
の
特
別
教
室
に

は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
既
存
体
育
館
へ
の

設
置
は
規
模
を
考
え
る
と

難
し
い
が
、
特
別
教
室
へ
の

設
置
は
現
場
の
声
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策

は
。

　
今
年
度
は
新
た
に
手
倉
橋

地
区
や
浅
水
地
区
で
も
イ
ノ

シ
シ
被
害
の
報
告
が
あ
り
、

拡
大
し
て
き
て
い
る
。

　
猟
友
会
と
と
も
に
現
地
を

確
認
し
、
わ
な
の
設
置
と
そ

の
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
対

策
し
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
は
個
体
数
増
加

が
非
常
に
速
く
、
鋭
い
嗅
覚

で
わ
な
に
か
か
り
に
く
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
特
産
の
長
芋

や
ニ
ン
ニ
ク
等
の
根
野
菜
が

大
き
な
被
害
を
受
け
る
。

　
自
分
の
畑
は
自
分
で
守
る
、

地
域
の
畑
は
地
域
の
人
間
で

守
る
と
い
う
考
え
を
醸
成
さ

せ
、
農
業
を
後
押
し
す
る
の

も
行
政
の
使
命
。
速
や
か
に

行
動
に
移
し
て
ほ
し
い
。

すず き りゅう や

鈴木　隆也 議員

「
質
問
要
旨
」

　
効
果
的
な
野
生
鳥
獣
対

策
を
講
じ
る
た
め
に
必
要

な
、
農
産
物
の
食
害
・
農

地
荒
ら
し
等
の
被
害
状
況

や
生
息
状
況
の
実
態
把
握

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。

「
質
問
要
旨
」

　
予
測
で
き
な
い
地
震
、

豪
雨
、
雷
な
ど
の
災
害
発

生
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

水
や
食
料
な
ど
の
災
害
援

助
品
や
防
災
用
資
機
材
を

供
給
で
き
る
よ
う
備
蓄
し

て
い
る
か
。

◆雑草や支障木が繁茂した沿線の環境整備は
　町長　交通量の多い幹線道路は特に安全確保に
　　　　努める

一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

◆
高
齢
者
の
エ
ア
コ
ン
購
入
に
補
助
金

　を
支
給
し
て
は

　町
長

　高
齢
者
避
暑
策
と
し
て

　
　
　
　検
討
し
た
い

◆
鳥
獣
被
害
の

　対
策
は

◆
災
害
時
の
資
機
材
・
飲
食
料
の
備
蓄
は

　町
長

　指
定
避
難
所
や
廃
校
舎
を
活
用

一般質問

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

②

要 

望

９
月
定
例
会
で
は
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
と
そ
の
対
策
は

　町
長

　被
害
箇
所
の
現
地
確
認
と
、

　
　
　
　狩
猟
・
わ
な
猟
免
許
取
得
経
費
を
補
助

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

())　()()　議員
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⑬ ごのへ議会だより 第49号 ごのへ議会だより 第49号 ⑫

　　町
長
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
現
状
ど
の

よ
う
な
状
態
か
。

　現
在
は
ま
だ
募
集
開
始
し

て
い
な
い
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
過
去
の
実
績
か
ら

色
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
回
は
手
法
を
変
え
て
先
に

受
入
団
体
を
決
め
て
か
ら
募

集
す
る
予
定
で
あ
る
。

　今
回
の
募
集
は
主
に「
農

業
や
観
光
で
頑
張
り
た
い
人
」

と
し
て
い
る
た
め
、
受
入
先

と
な
り
得
る
方
々
に
声
掛
け

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

協
力
隊
の
期
間
に
五
戸
で
農

業
を
学
び
、
そ
の
ま
ま
農
業

の
後
継
者
と
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　　地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
年

齢
層
の
若
い
方
が
多
い
。
先

の
質
問
に
あ
っ
た
町
内
の
高

校
生
や
大
学
生
に
情
報
を
届

け
、
町
と
の
距
離
を
近
づ
け

る
人
材
と
し
て
最
適
だ
と
思

う
が
、
そ
の
面
で
の
活
用
に

つ
い
て
お
考
え
は
な
い
か
。

　過
去
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
は
個
人
の
や
り
た
い
事

と
町
の
要
望
の
不
一
致
に
よ

り
、
良
い
結
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
方
が
い
た
。
若
い
方

と
町
を
近
づ
け
る
事
業
を
や

り
た
い
方
が
い
て
、
そ
の
受

入
団
体
が
あ
れ
ば
実
現
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

　　令
和
５
年
７
月
に
町
内
の

建
設
業
関
係
の
方
々
と
意
見

交
換
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
は
五
戸
町
の
道
路

に
つ
い
て
、
特
に
他
市
町
村

と
接
続
す
る
路
線
の
維
持
管

理
に
懸
念
の
声
が
あ
っ
た
。

草
刈
な
ど
の
道
路
管
理
や
、

周
辺
市
町
村
と
の
道
路
敷
設

計
画
な
ど
、
町
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
が
あ

る
か
。

　町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

他
、
自
治
会
や
町
民
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、
重
要
度
の
高

い
も
の
か
ら
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。
周
辺
自
治
体
と
の
道

路
に
つ
い
て
は
現
状
計
画
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
自

治
体
を
ま
た
が
る
県
道
に
つ

い
て
の
要
望
は
八
戸
市
長
と

一
緒
に
陳
情
に
行
く
な
ど
、

周
辺
自
治
体
と
の
協
力
体
制

を
構
築
し
て
五
戸
町
に
不
利

益
が
出
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
元
・

五
戸
町
民
か
ら
は「
五
戸
の

道
路
は
草
が
酷
い
ね
」と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。
主
に
県

道
の
部
分
で
あ
る
た
め
対
応

が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
お

盆
や
お
祭
り
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
が
来
る
時
期
に
は
キ
レ

イ
な
状
態
を
維
持
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
た
い
。

　ど
の
事
業
者
も
働
き
手
の

確
保
に
苦
心
さ
れ
て
い
る
が
、

五
戸
高
校
が
無
く
な
っ
た
こ

と
も
追
い
打
ち
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
高
校
、
大
学
の

世
代
の
方
々
と
町
の
企
業
を

つ
な
ぐ
施
策
な
ど
は
な
い
か
。

　高
校
生
は
対
象
外
だ
が
、

「
新
社
会
人
ふ
る
さ
と
定
住

奨
励
金
」と
い
う
制
度
を
創

設
し
て
、
五
戸
町
へ
の
定
住

を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
制
度
が
あ
る

だ
け
で
は
弱
い
の
で
、
福
利

厚
生
な
ど
各
企
業
で
行
う
待

遇
向
上
の
取
組
と
協
業
し
て

い
き
た
い
。

　そ
の
制
度
は
五
戸
に
住
む

高
校
生
、
大
学
生
に
知
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　五
戸
高
校
が
な
い
以
上
、

中
学
生
ま
で
と
同
様
に
町
が

高
校
生
、
大
学
生
の
所
在
を

調
査
し
、
情
報
を
届
け
る
努

力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　確
か
に
現
在
は
高
校
生
、

大
学
生
の
所
在
は
把
握
し
て

い
な
い
。
今
後
は
こ
れ
ら
の

学
生
が
情
報
を
受
け
取
り
や

す
い
方
法
を
調
査
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

一般質問

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

◆
町
内
の
学
生
を
働
き
手
と
し
て

　
町
の
企
業
と
つ
な
げ
る
施
策
は

　
町
長

　
行
政
の
み
で
は
難
し
い

　
　
　
　
各
企
業
の
取
組
と
協
業
し
た
い

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

要 

望

◆
町
と
高
校
生
を
近
づ
け
る
た
め

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を

　
町
長

　
受
入
団
体
が
あ
れ
ば
可
能

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

五戸地方建設業協会
（町内建設事業者等）

◆会社での人材不足と高齢化が課題
　町の活性化につながる事業や子育て支援を

五 戸 町 商 工 会 ◆お店の経営改善サポートに取り組む商工会
　商店街活性化につながる町の整備を

●建設関係事業者の現在と町の活性化について
・「仕事がきつい」というような業界のイメー
ジや、五戸高校の閉校なども重なり若い
人が少なくなっている。

・仕事が減ると雇用の維持も難しい。道路
の破損箇所の工事発注や、町の活性化に
つながる開発計画があれば早めに進めて
いただきたい。

・この業界に限らず人口の流出・減少を対策
しないと良い未来に進んでいかない。手厚
い子育て支援も必要と考える。

◆五戸町議会議員から
・明るい五戸町のため、破損・汚損箇所へ
の対応を積極的に考えていきたい。
・町内定住、町内企業への入社を促進する
ような支援策は考えなければならないし、
様々な面から五戸町を盛り上げる取組を
検討したい。

令和５年７月実施

●商工会の取組と町の整備について
・商工会は事業者から経営相談を受け付け、
確定申告の指導、金融斡旋、専門家の派
遣等によりお店の経営改善をサポートし
ている。これを含む商工会の取組を継続
するため、自治体からの補助は継続して
いただきたい。

・ビックリ夜店や五戸まつりなど商工業の
振興発展のための事業を行っている。今
後も集客力のある各種イベントを継続す
るにあたり、お客さんが歩きやすい歩道
の整備をお願いしたい。

※実施する意見交換のテーマ、開催日時、場所などは、お申込みいただいた団体のご要望を基に、
双方協議の上決定しております。また、会場費等の費用が発生した場合は、五戸町議会議員と
お申込み団体がそれぞれ負担して実施しております。

　五戸町議会ではこれからの町づくりのために広くご意見・ご要望をお伺いするべく「五戸町議会
議員と五戸町内活動団体との意見交換」を本紙第47号から募集しております。
　今回、本取組にご応募いただいた団体と意見交換会を行いましたので、その概要をご紹介いた
します。
　なお、今後もご応募をお待ちしておりますので、ご希望の団体等はご連絡ください。

◆五戸町議会議員から
・商品券事業などお客さんが五戸町に足を
向けてくれるような取組は継続する必要
はあるし、より使いやすくなるよう考え
なければならない。
・活性化に向けて周辺の大型店舗との連携や、
空き店舗の活用なども考えてはいかがか。

令和５年９月実施

議員と意見交換をしませんか？



概 要 紹 介

⑬ ごのへ議会だより 第49号 ごのへ議会だより 第49号 ⑫

　　町
長
は
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
活
用
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
現
状
ど
の

よ
う
な
状
態
か
。

　現
在
は
ま
だ
募
集
開
始
し

て
い
な
い
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
過
去
の
実
績
か
ら

色
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
回
は
手
法
を
変
え
て
先
に

受
入
団
体
を
決
め
て
か
ら
募

集
す
る
予
定
で
あ
る
。

　今
回
の
募
集
は
主
に「
農

業
や
観
光
で
頑
張
り
た
い
人
」

と
し
て
い
る
た
め
、
受
入
先

と
な
り
得
る
方
々
に
声
掛
け

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

協
力
隊
の
期
間
に
五
戸
で
農

業
を
学
び
、
そ
の
ま
ま
農
業

の
後
継
者
と
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　　地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
年

齢
層
の
若
い
方
が
多
い
。
先

の
質
問
に
あ
っ
た
町
内
の
高

校
生
や
大
学
生
に
情
報
を
届

け
、
町
と
の
距
離
を
近
づ
け

る
人
材
と
し
て
最
適
だ
と
思

う
が
、
そ
の
面
で
の
活
用
に

つ
い
て
お
考
え
は
な
い
か
。

　過
去
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
は
個
人
の
や
り
た
い
事

と
町
の
要
望
の
不
一
致
に
よ

り
、
良
い
結
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
方
が
い
た
。
若
い
方

と
町
を
近
づ
け
る
事
業
を
や

り
た
い
方
が
い
て
、
そ
の
受

入
団
体
が
あ
れ
ば
実
現
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

　　令
和
５
年
７
月
に
町
内
の

建
設
業
関
係
の
方
々
と
意
見

交
換
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
は
五
戸
町
の
道
路

に
つ
い
て
、
特
に
他
市
町
村

と
接
続
す
る
路
線
の
維
持
管

理
に
懸
念
の
声
が
あ
っ
た
。

草
刈
な
ど
の
道
路
管
理
や
、

周
辺
市
町
村
と
の
道
路
敷
設

計
画
な
ど
、
町
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
が
あ

る
か
。

　町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

他
、
自
治
会
や
町
民
か
ら
の

通
報
に
よ
り
、
重
要
度
の
高

い
も
の
か
ら
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。
周
辺
自
治
体
と
の
道

路
に
つ
い
て
は
現
状
計
画
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
自

治
体
を
ま
た
が
る
県
道
に
つ

い
て
の
要
望
は
八
戸
市
長
と

一
緒
に
陳
情
に
行
く
な
ど
、

周
辺
自
治
体
と
の
協
力
体
制

を
構
築
し
て
五
戸
町
に
不
利

益
が
出
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
元
・

五
戸
町
民
か
ら
は「
五
戸
の

道
路
は
草
が
酷
い
ね
」と
い

う
声
が
聞
か
れ
た
。
主
に
県

道
の
部
分
で
あ
る
た
め
対
応

が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
お

盆
や
お
祭
り
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
が
来
る
時
期
に
は
キ
レ

イ
な
状
態
を
維
持
す
る
よ
う
、

お
願
い
し
た
い
。

　ど
の
事
業
者
も
働
き
手
の

確
保
に
苦
心
さ
れ
て
い
る
が
、

五
戸
高
校
が
無
く
な
っ
た
こ

と
も
追
い
打
ち
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
高
校
、
大
学
の

世
代
の
方
々
と
町
の
企
業
を

つ
な
ぐ
施
策
な
ど
は
な
い
か
。

　高
校
生
は
対
象
外
だ
が
、

「
新
社
会
人
ふ
る
さ
と
定
住

奨
励
金
」と
い
う
制
度
を
創

設
し
て
、
五
戸
町
へ
の
定
住

を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
制
度
が
あ
る

だ
け
で
は
弱
い
の
で
、
福
利

厚
生
な
ど
各
企
業
で
行
う
待

遇
向
上
の
取
組
と
協
業
し
て

い
き
た
い
。

　そ
の
制
度
は
五
戸
に
住
む

高
校
生
、
大
学
生
に
知
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　五
戸
高
校
が
な
い
以
上
、

中
学
生
ま
で
と
同
様
に
町
が

高
校
生
、
大
学
生
の
所
在
を

調
査
し
、
情
報
を
届
け
る
努

力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　確
か
に
現
在
は
高
校
生
、

大
学
生
の
所
在
は
把
握
し
て

い
な
い
。
今
後
は
こ
れ
ら
の

学
生
が
情
報
を
受
け
取
り
や

す
い
方
法
を
調
査
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

一般質問

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

◆
町
内
の
学
生
を
働
き
手
と
し
て

　
町
の
企
業
と
つ
な
げ
る
施
策
は

　
町
長

　
行
政
の
み
で
は
難
し
い

　
　
　
　
各
企
業
の
取
組
と
協
業
し
た
い

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

要 

望

◆
町
と
高
校
生
を
近
づ
け
る
た
め

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を

　
町
長

　
受
入
団
体
が
あ
れ
ば
可
能

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

五戸地方建設業協会
（町内建設事業者等）

◆会社での人材不足と高齢化が課題
　町の活性化につながる事業や子育て支援を

五 戸 町 商 工 会 ◆お店の経営改善サポートに取り組む商工会
　商店街活性化につながる町の整備を

●建設関係事業者の現在と町の活性化について
・「仕事がきつい」というような業界のイメー
ジや、五戸高校の閉校なども重なり若い
人が少なくなっている。
・仕事が減ると雇用の維持も難しい。道路
の破損箇所の工事発注や、町の活性化に
つながる開発計画があれば早めに進めて
いただきたい。
・この業界に限らず人口の流出・減少を対策
しないと良い未来に進んでいかない。手厚
い子育て支援も必要と考える。

◆五戸町議会議員から
・明るい五戸町のため、破損・汚損箇所へ
の対応を積極的に考えていきたい。
・町内定住、町内企業への入社を促進する
ような支援策は考えなければならないし、
様々な面から五戸町を盛り上げる取組を
検討したい。

令和５年７月実施

●商工会の取組と町の整備について
・商工会は事業者から経営相談を受け付け、
確定申告の指導、金融斡旋、専門家の派
遣等によりお店の経営改善をサポートし
ている。これを含む商工会の取組を継続
するため、自治体からの補助は継続して
いただきたい。
・ビックリ夜店や五戸まつりなど商工業の
振興発展のための事業を行っている。今
後も集客力のある各種イベントを継続す
るにあたり、お客さんが歩きやすい歩道
の整備をお願いしたい。

※実施する意見交換のテーマ、開催日時、場所などは、お申込みいただいた団体のご要望を基に、
双方協議の上決定しております。また、会場費等の費用が発生した場合は、五戸町議会議員と
お申込み団体がそれぞれ負担して実施しております。

　五戸町議会ではこれからの町づくりのために広くご意見・ご要望をお伺いするべく「五戸町議会
議員と五戸町内活動団体との意見交換」を本紙第47号から募集しております。
　今回、本取組にご応募いただいた団体と意見交換会を行いましたので、その概要をご紹介いた
します。
　なお、今後もご応募をお待ちしておりますので、ご希望の団体等はご連絡ください。

◆五戸町議会議員から
・商品券事業などお客さんが五戸町に足を
向けてくれるような取組は継続する必要
はあるし、より使いやすくなるよう考え
なければならない。
・活性化に向けて周辺の大型店舗との連携や、
空き店舗の活用なども考えてはいかがか。

令和５年９月実施

議員と意見交換をしませんか？
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委
員
長

　川

　﨑

　七

　洋

副
委
員
長

　豊

　田

　孝

　夫

委

　
　員

　和

　田

　智

　也

委

　
　員

　柏

　田

　匡

　智

委

　
　員

　鈴

　木

　隆

　也

委

　
　員

　大
久
保

　和

　夫

発
行
責
任
者

議

長

　三

　浦

　專
治
郎

令
和
５
年
10
月
27
日
発
行

　今
年
９
月
は
五
戸
町
最
大
の
行

事「
五
戸
ま
つ
り
」が
４
年
ぶ
り
に

通
常
開
催
さ
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
当
初

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
落
ち

着
い
た
お
祭
り
に
な
る
か
と
も

思
い
ま
し
た
が
、
中
止
し
て
い
た

４
年
の
間
に
皆
様
の
気
持
ち
が
堆

積
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
過
去

最
高
と
も
言
え
る
程
の
盛
況
ぶ
り

で
あ
り
、
開
催
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
て
い

ま
す
。

　少
子
高
齢
化
の
世
の
中
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
の
底
力
を
見
せ
ら

れ
る
五
戸
町
で
す
。
未
来
は
決
し

て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
五
戸

は
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
、
可
能
性

が
あ
る
、
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
３
日
間
で
し
た
。

　五
戸
ま
つ
り
に
お
い
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
、
自
治
会
の
皆
様

や
山
車
組
の
皆
様
、
す
べ
て
の
皆

様
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
共

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

委
員
長

　川
﨑

　七
洋

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
６
年
１
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は12月７日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

五戸町議会では、町内で活動をしている団体やグループから、
まちづくりの課題などについてご意見・ご要望を伺う場の企画を行います。
テーマは五戸町に関するものであれば自由です。（生活、医療、教育、産業、などなど）

※テーマや開催方法等の詳細につきましては、お申し込みの際に代表の方とご相談させていただきます。

問い合わせ・お申し込み 五戸町議会事務局 電　話：０１７８－６２－２１１１（代表）
メール：gikai@town.gonohe.aomori.jp

希望される団体またはグループは五戸町議会事務局へご連絡ください。

議員と意見交換をしませんか？

　令和５年７月19日、青森市（リンクモア平安閣市民ホール）において県下町村議会議員研修会
が開催され議員13名が参加しました。

講演  「今後の政局・政治展望」　講師  政治ジャーナリスト　須田　慎一郎　氏

県 下 町 村 議 会 議 員 研 修 会

議員活動報告

意見交換会
の様子
13ページ


